



























なかったのか、という 3 つが設定された。 






























第 5 章では、冒頭で本論文が発掘した新たな歴史的事実を 18 項目に整理して示したうえ
で、序章で提起した問題への解答を述べている。第 1 の日本にかかわる「核の傘」構築に




























の政策的な是非を政府主導で検証すること、の 3 点を提言している。 
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は、第 1 章と第 2 章が、それ以降の章で使われる分析枠組みを導き出すとともに、比較対
象を提供する部分であることを、序章や各章冒頭などで明確にすること、外交史的研究の
様式に沿って問いと答えとの照応関係に関する記述を明確化するという方針で修正が行わ
れた。 
